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現
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予
備
的
考
察

　
シ
ュ
ッ
ツ
を
現
象
学
者
と
看
散
す
場
合
、
哲
学
の
側
か
ら
多
く
の
批
判
が
浴

び
せ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
ヒ
ソ
デ
ス
は
、
シ
ュ
ヅ
ツ
の
現
象
学
は
フ
ッ
サ
ー
ル

を
酷
く
歪
曲
し
て
お
り
、
シ
ュ
ッ
ツ
が
フ
ッ
サ
ー
ル
に
助
け
を
求
め
る
と
き
に

登
場
さ
せ
ら
れ
る
の
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
言
葉
の
形
骸
に
す
ぎ
な
い
、
と
糾
弾
し

　
（
1
）

て
い
る
。
新
田
も
グ
ロ
ス
に
依
拠
し
た
が
ら
、
「
シ
ュ
ッ
ツ
の
場
合
、
超
越
論

的
還
元
を
拒
否
し
て
方
法
的
に
素
朴
性
の
立
場
に
立
っ
て
生
活
世
界
の
分
析
を

企
て
る
た
め
、
類
型
化
と
地
平
と
の
関
わ
り
の
底
に
あ
る
間
題
の
次
元
に
ま
で

　
　
　
　
　
（
2
）

立
入
っ
て
い
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
う
し
た
見
解
も
、
ス
ピ

i
ゲ
ル
バ
ー
グ
の
言
う
「
最
も
厳
密
た
意
味
で
の
現
象
学
」
、
　
つ
ま
り
「
フ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

サ
ー
ル
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
発
展
さ
せ
ら
れ
た
」
超
越
論
的
現
象
学
と
、
シ
ュ

ッ
ツ
の
「
自
然
的
態
度
の
構
成
的
現
象
学
」
と
を
比
較
し
た
場
合
に
は
、
首
肯

さ
れ
得
る
。

　
し
か
し
、
現
象
学
を
こ
れ
よ
り
広
い
意
味
に
解
す
れ
ぼ
、
事
情
も
異
な
っ
て

く
る
。
シ
ュ
ッ
ツ
の
『
杜
会
的
世
界
の
意
味
構
成
』
を
読
了
し
た
フ
ッ
サ
ー
ル

が
、
「
か
く
も
真
撃
で
徹
底
的
な
現
象
学
の
研
究
者
、
私
が
生
涯
を
賭
け
た
仕

事
の
、
深
い
し
か
し
残
念
な
が
ら
仲
々
近
づ
き
難
い
意
味
に
重
で
わ
げ
入
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
遂
）

少
数
者
の
一
人
、
ま
た
私
の
仕
事
の
有
望
た
継
承
者
L
と
、
シ
ュ
ヅ
ツ
を
激
賞

し
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
シ
ュ
ッ
ツ
が
営
ん
だ
「
自
然
的
態

度
の
構
成
的
現
象
学
」
の
存
立
根
拠
に
つ
い
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
「
『
イ
デ
ー

ソ
』
へ
の
後
書
」
の
な
か
で
、
明
ら
か
に
容
認
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
を

考
慮
す
る
に
加
え
て
、
シ
ュ
ヅ
ツ
の
「
自
然
的
態
度
の
構
成
的
現
象
学
」
を
、

現
象
学
的
還
元
を
遂
行
す
る
以
前
の
段
階
で
対
象
が
経
験
の
う
ち
で
主
観
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

現
わ
れ
る
本
質
構
造
に
特
別
な
注
意
を
払
う
も
の
と
解
す
れ
ぼ
、
こ
れ
を
広
義

の
現
象
学
の
範
曉
に
入
れ
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
シ
ュ
ッ
ツ
が
営
ん
だ
の
は
、
広
義
の
現
象
学
で
は
あ
る
が
、
自
然

的
態
度
の
う
ち
に
遂
行
さ
れ
る
特
殊
な
現
象
学
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

一
、
シ

ユ
ッ
ツ
の

「
自
然
的
態
度
の
構
成
的
現
象
学
」

　
シ
ュ
ッ
ツ
は
バ
ー
ソ
ソ
ズ
に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で
、
自
分
の

界
の
意
味
構
成
』
が
終
結
し
た
ま
さ
に
そ
こ
か
ら
パ
ー
ソ
ソ
ズ
の

『
杜
会
的
世

『
杜
会
的
行
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（
6
）

為
の
構
造
』
に
お
け
る
思
索
が
始
ま
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
シ
ュ

ッ
ツ
の
学
的
営
為
は
バ
ー
ソ
ソ
ズ
を
始
め
と
す
る
経
験
的
・
実
証
的
杜
会
学
の

仕
事
と
は
次
元
を
異
に
す
る
の
を
、
明
確
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
た

も
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ッ
ツ
の
処
女
作
で
あ
る
『
杜
会
的
世
界
の
意
味
構
成
』

は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
理
解
杜
会
学
と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
現
象
学
を
礎
に
し
、
杜
会

科
学
の
基
礎
付
け
を
図
っ
た
薯
作
で
あ
る
。
・
」
れ
は
「
自
然
的
態
度
の
構
成
的

現
象
学
」
の
立
場
か
ら
執
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
現
象
学
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル

の
「
『
イ
デ
ー
ソ
』
へ
の
後
書
」
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
に
お
い
て
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
従
来
の
自
然
主
義
的
な
心
理
学
と
は
反
対

に
、
心
的
生
が
そ
の
最
も
固
有
の
根
源
的
に
直
観
的
な
本
質
に
お
い
て
理
解
さ

（
7
）

れ
る
「
現
象
学
的
心
理
学
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
・
」
れ
は
、
心
的
な
も
の

に
固
有
で
本
質
的
な
も
の
を
直
観
す
る
内
的
直
観
と
い
う
基
盤
の
上
に
生
じ
、

心
の
、
ま
た
心
的
生
の
共
同
体
の
変
わ
る
こ
と
の
な
い
固
有
本
質
的
な
構
造
を

　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

問
う
も
の
で
あ
り
、
究
極
的
に
は
相
互
主
観
性
の
心
理
学
で
あ
る
、
と
さ
れ

る
。
一
」
う
し
た
「
現
象
学
的
心
理
学
」
が
、
「
自
然
的
態
度
の
構
成
的
現
象
学
」

た
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ッ
ツ
は
フ
ッ
サ
i
ル
の
論
及
を
ほ
ぽ
全
面
的
に
採
用
し
、

自
已
の
学
的
営
為
は
こ
の
「
自
然
的
態
度
の
構
成
的
現
象
学
」
だ
と
す
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
は
現
象
学
的
還
元
以
前
の
段
階
に
お
け
る
営
み
で
あ
る
が
ゆ
え

に
、
超
越
論
的
な
立
場
か
ら
の
議
論
は
排
除
し
つ
つ
、
自
分
は
自
然
的
態
度
の

　
　
　
ム
ソ
，
ク
ー
ソ

立
場
、
内
世
界
的
領
域
に
踏
み
止
ま
る
こ
と
を
、
次
に
見
る
よ
う
に
宣
言
し
て

い
る
。

　
シ
ュ
ッ
ツ
は
、
『
杜
会
的
世
界
の
意
味
構
成
』
の
「
自
己
自
身
の
持
続
に
お

け
る
有
意
味
た
体
験
の
構
成
」
を
論
ず
る
第
二
章
に
関
す
る
限
り
で
、
フ
ッ
サ

i
ル
の
超
越
論
的
現
象
学
の
手
法
を
踏
襲
す
る
旨
を
述
べ
る
。
し
か
し
、
内
世

界
的
な
杜
会
性
に
お
い
て
人
々
が
関
わ
る
の
は
、
現
象
学
的
に
還
元
さ
れ
た
領

域
で
の
構
成
現
象
で
は
な
く
、
自
然
的
態
度
の
う
ち
で
こ
れ
ら
と
対
応
す
る
相

関
物
の
み
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
以
下
の
よ
う
に
塑
言
す
る
。
「
現
象
学
的

還
元
の
内
部
で
我
々
が
分
析
を
行
な
う
の
は
、
こ
れ
が
内
的
時
間
意
識
の
現
象

学
に
つ
い
て
正
確
な
洞
察
を
獲
得
す
る
た
め
に
必
要
な
限
り
に
お
い
て
〔
第
二

章
〕
の
み
で
あ
る
。
こ
の
著
作
の
目
的
（
内
世
界
的
な
杜
会
性
に
お
け
る
意
味

現
象
を
分
析
す
る
こ
と
）
は
、
内
世
界
的
領
域
を
越
え
出
る
超
越
論
的
経
験
の

獲
得
を
要
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
超
越
論
的
－
現
象
学
的
還
元
の
領
域
に
留

　
　
　
　
　
（
1
0
）

ま
る
必
要
も
な
い
。
」
さ
ら
に
シ
ュ
ッ
ツ
は
、
「
内
在
的
時
問
領
域
の
内
的
時
熟

の
間
題
」
を
め
ぐ
る
超
越
論
的
分
析
の
成
果
を
、
何
ら
の
危
険
も
な
し
に
自
然

的
態
度
の
現
象
に
応
用
で
き
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
内
的

時
間
意
識
の
超
越
論
的
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
分
析
は
、
変
更
を
加
え
る
こ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

く
内
世
界
的
な
杜
会
性
の
領
域
に
移
行
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
フ
ッ
サ
i
ル
の
超
越
論
的
現
象
学
を
熟
知
し
つ
つ
も
自
ら
は
こ
れ
を
回
避
し

て
自
然
的
態
度
の
立
場
に
踏
み
止
ま
ろ
う
と
し
、
か
つ
超
越
論
的
な
内
的
時
間

意
識
の
分
析
は
内
世
界
的
な
領
域
で
も
応
用
で
き
る
と
考
え
る
シ
ュ
ヅ
ツ
は
、

自
分
と
フ
ッ
サ
ー
ル
と
の
学
的
営
為
に
は
、
共
通
点
と
対
立
点
が
共
に
存
在
す

る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
に
相
違
な
い
。
現
象
学
的
心
理
学
、
つ
ま
り
自
然
的

態
度
の
構
成
的
現
象
学
の
内
実
が
、
超
越
論
的
現
象
学
の
内
実
に
転
化
し
、
こ

の
逆
も
成
り
立
つ
と
す
る
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
こ

の
両
老
の
対
応
は
。
。
。
直
接
に
現
象
学
的
還
元
に
よ
り
超
越
論
的
自
我
が
視

座
の
う
ち
に
置
か
れ
、
超
越
論
的
記
述
の
主
題
と
せ
ら
れ
る
場
合
で
も
、
成
立

し
続
け
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
正
し
く
遂
行
さ
れ
た
現
象
学
的
心
理
学
〔
自
然
的
態

度
の
構
成
的
現
象
学
〕
と
超
越
論
的
現
象
学
と
の
問
に
は
、
注
目
す
べ
き
全
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（
皿
）

面
的
な
平
行
関
係
が
あ
る
」
。
シ
ュ
ヅ
ツ
ば
こ
の
「
転
化
」
「
対
応
」
「
平
行
関

係
」
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
方
で
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
と
同
様
に
現
象
学

的
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
の
を
自
覚
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で

は
、
自
分
自
身
は
フ
ッ
サ
ー
ル
と
は
異
な
り
自
然
的
態
度
に
お
い
て
、
内
世
界

的
領
域
の
う
ち
で
現
象
学
を
営
む
の
だ
と
い
う
、
彼
に
対
し
て
否
定
的
な
ア
イ

デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
を
掘
み
敢
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
シ
ュ
ッ
ツ
の
自
然
的

態
度
の
構
成
的
現
象
学
の
立
場
は
、
彼
の
最
初
の
著
作
で
標
樗
さ
れ
、
彼
の
生

涯
に
わ
た
っ
て
貫
徹
さ
れ
た
。

　
以
上
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
立
場
か
ら
論
ぜ
ら
れ
た
シ
ュ
ッ
ツ
の
「
目
常
生
活

世
界
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
移
り
た
い
。

二
、

シ

ユ
ッ
ツ
の

「
日
常
生
活
世
界
」
論
と
そ
の
ア
ポ
リ
ア

「
リ
ア
リ
テ
ィ
を
構
成
し
て
い
る
の
は
－
…
我
々
の
諸
経
験
の
意
味
で
あ
る
」

（
O
勺
戸
P
ω
昌
・
）
と
述
べ
る
シ
ュ
ッ
ツ
は
、
世
界
は
多
種
多
様
な
「
限
定
さ

れ
た
意
味
領
域
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て

は
、
宗
教
の
世
界
、
夢
の
世
界
、
科
学
的
理
論
の
世
界
た
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
領
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
な
（
一
）
認
知
様
式
、

（
二
）
意
識
の
緊
張
、
　
（
三
）
時
間
の
バ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
、
　
（
四
）
自
已
経

験
の
様
式
、
　
（
五
）
杜
会
性
の
様
式
、
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
で

完
結
し
た
領
域
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
意
味
領
域
で
適
合
的

な
も
の
は
、
他
の
意
味
領
域
で
も
適
合
的
で
あ
る
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
両
老

を
連
結
す
る
何
ら
の
変
換
公
式
も
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
、
我
々
は
意
識
を
向

け
る
意
味
領
域
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
限
定
さ
れ
た
意
味
の
諸
領

域
の
問
を
飛
び
回
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
（
O
勺
戸
甲
畠
ド
ω
昌
．
）

　
限
定
さ
れ
た
意
味
の
諾
領
域
に
存
在
基
盤
を
付
与
す
る
も
の
と
し
て
、
「
至

高
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
と
も
呼
ぼ
れ
る
「
目
常
生
活
世
界
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
生
活
世
界
」
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
至
高
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
と

い
う
二
つ
の
概
念
に
ヒ
ソ
ト
を
得
て
、
シ
ュ
ッ
ツ
が
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
世
界
の
特
徴
と
し
て
は
、
　
（
一
）
生
へ
の
十
分
な
注
意
か
ら
生
ず
る
覚

醒
、
　
（
二
）
　
〔
世
界
に
対
す
る
〕
疑
問
の
停
止
、
　
（
三
）
自
発
性
の
顕
著
な
様

式
（
活
動
）
、
（
四
）
全
体
的
自
已
と
し
て
活
動
し
て
い
る
自
己
、
（
五
）
他

の
人
々
と
共
通
な
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ソ
と
杜
会
的
行
為
の
相
互
主
観
性
、

（
六
）
相
互
主
観
的
世
界
の
普
遍
的
時
間
構
造
で
あ
る
標
準
時
間
、
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
質
を
も
っ
た
目
常
生
活
世
界
に
お
げ
る
「
飛
び

地
」
と
L
て
、
種
々
の
隈
定
さ
れ
た
意
味
領
域
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
。
（
O
～

戸
甲
ト
O
ω
寓
．
）

　
こ
こ
で
、
シ
ュ
ッ
ツ
が
言
及
し
て
い
る
具
体
的
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
、
日

常
生
活
世
界
と
隈
定
さ
れ
た
意
味
領
域
と
し
て
の
宗
教
の
世
界
と
の
関
わ
り
を

考
察
し
よ
う
。
象
徴
論
と
の
関
連
で
、
シ
ュ
ッ
ツ
は
目
常
生
活
世
界
と
宗
教
的

世
界
の
劇
的
な
趨
遁
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ヤ
コ
ブ
の
夢

の
な
か
で
神
は
彼
に
対
し
て
自
ら
を
顕
現
し
、
夢
か
ら
目
覚
め
た
ヤ
コ
ブ
は
枕

に
し
て
い
た
石
を
取
り
上
げ
、
そ
の
石
を
神
の
家
と
す
る
こ
と
を
誓
う
。
シ
ュ

ッ
ツ
は
・
」
の
故
事
を
評
し
て
、
「
こ
の
超
越
的
な
経
験
の
目
常
生
活
世
界
へ
の

突
入
は
、
こ
れ
以
上
劇
的
に
語
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
」
（
o
勺
戸

勺
．
ω
署
こ
と
述
べ
て
い
る
。
ヤ
コ
ブ
が
枕
に
L
て
い
た
石
が
、
限
定
さ
れ
た

意
味
領
域
と
し
て
の
宗
教
の
世
界
と
日
常
生
活
世
界
と
を
媒
介
す
る
象
徴
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。
象
徴
に
よ
っ
て
問
接
的
に
呈
示
さ
れ
た
超
越
的
経
験
は
漢

然
と
し
て
お
り
、
「
そ
の
経
験
が
有
す
る
意
義
を
少
し
で
も
正
確
な
意
味
を
も
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っ
て
い
る
論
弁
的
た
用
語
に
翻
訳
す
る
の
は
難
し
い
」
（
O
勺
H
・
り
・
ω
鶴
一
）
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
二
つ
の
世
界
は
隔
絶
さ
れ
て
い
る
（
変
換
公
式
の
欠
如
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
夢
の
な
か
で
は
宗
教
的
で
聖
た
る
体
験
に
没
入
L
て
い
る

ヤ
コ
ブ
も
、
肉
体
的
に
は
俗
な
る
冒
常
生
活
世
界
に
住
み
込
ん
で
い
る
。
こ
う

し
た
逆
説
的
事
態
を
考
慮
す
る
シ
ュ
ッ
ツ
は
、
「
我
々
は
常
に
、
た
と
え
夢
を

見
て
い
る
と
き
で
さ
え
、
身
体
に
よ
っ
て
目
常
生
活
世
界
に
参
与
」
て
い
る
」

（
O
～
戸
P
ω
亀
。
）
と
論
じ
、
・
」
れ
を
日
常
生
活
世
界
が
、
他
の
意
味
領
域
と

　
　
　
（
M
）

は
異
な
っ
て
、
「
至
高
」
の
地
位
を
保
有
す
る
理
由
の
一
つ
と
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
常
生
活
世
界
そ
の
も
の
が
通
時
的
に
劇
的
に
変
容
す
る
こ

と
、
童
た
共
時
的
に
人
や
文
化
－
杜
会
に
よ
っ
て
相
違
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
宗
教
は
「
存
在
に
関
す
る
全
般
的
秩
序
に
つ
い
て
諸
概
念
を
形
成
す

（
巧
）

る
」
と
述
べ
る
ギ
ア
i
ツ
を
始
め
と
し
て
、
現
代
の
多
く
の
宗
教
学
者
達
は
、

宗
教
の
最
も
特
徴
的
な
機
能
と
し
て
世
界
を
理
解
す
る
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を

提
供
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
ジ
ソ
メ
ル
は
様
々
な
人
間
の
タ
イ
プ
に
従
っ

て
「
同
じ
質
料
」
か
ら
多
種
多
様
な
世
界
が
構
成
さ
れ
る
旨
を
論
じ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

が
、
そ
の
筆
頭
は
「
宗
教
的
人
間
」
で
あ
る
。
分
析
哲
学
者
の
ウ
ィ
ズ
ダ
ム

は
、
物
理
的
に
は
全
く
同
一
の
世
界
の
捉
え
方
が
無
神
論
者
と
有
神
論
者
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

悉
く
相
違
す
る
事
実
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
青
原
行
思
は
禅
の
修
業
が

深
ま
る
に
つ
れ
て
、
世
界
の
現
出
の
仕
方
が
根
本
か
ら
二
転
三
転
す
る
こ
と
を

　
　
　
（
1
8
）

語
っ
て
い
る
L
、
回
心
を
経
験
L
た
多
く
の
人
々
が
回
心
の
前
後
で
ど
れ
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

世
界
の
見
え
方
が
変
貌
し
て
い
る
か
を
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
異
な
っ

た
宗
教
を
信
奉
す
る
民
族
は
異
な
っ
た
世
界
観
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

人
類
学
の
調
査
結
果
と
し
て
多
々
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
一
」
う
し
た
諸
事
実
を
念
頭
に
置
き
、
再
度
ヤ
コ
ブ
に
纏
る
話
に
戻
ろ
う
。
ヤ

コ
ブ
が
石
を
神
の
家
と
す
る
と
宣
言
し
た
と
き
、
シ
ュ
ッ
ツ
は
「
超
越
的
た
経

験
の
目
常
生
活
世
界
へ
の
突
入
は
、
目
常
生
活
世
界
を
変
容
」
て
そ
の
各
々
の

要
素
に
そ
れ
が
そ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
か
っ
た
（
「
私
は
今
ま
で
、
主
が
こ
こ

に
居
ら
れ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
）
問
接
的
に
呈
示
さ
れ
た
意
義
（
「
主
は
こ

こ
に
居
ら
れ
る
」
）
を
与
え
る
L
（
O
噌
戸
P
ω
彗
｛
、
）
と
述
べ
る
。
こ
の
引

用
が
示
す
よ
う
に
、
目
常
生
活
世
界
を
根
底
か
ら
変
容
さ
せ
そ
の
諸
要
素
に
新

た
に
宗
教
的
意
義
を
付
与
す
る
こ
と
は
、
日
常
生
活
世
界
全
体
を
宗
教
的
に
彩

り
、
い
わ
ば
「
宗
教
的
目
常
生
活
世
界
」
を
創
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場

合
は
、
意
識
と
肉
体
と
が
分
裂
し
た
聖
な
る
夢
を
見
る
場
合
と
は
違
っ
て
、
精

神
も
身
体
も
宗
教
的
た
世
界
に
没
入
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。
目
常
生
活
世
界

に
「
至
高
」
の
地
位
を
与
え
る
シ
ュ
ッ
ツ
は
「
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
」
論
の
文

脈
で
は
主
題
的
に
論
じ
て
な
い
が
、
日
常
生
活
世
界
自
体
が
根
底
か
ら
変
貌
す

る
と
い
う
視
点
は
彼
の
理
論
に
も
伏
在
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
次
に
日
常
生
活
世
界
の
唯
一
性
と
複
数
性
と
を
め
ぐ
っ
て
シ
ュ
ッ
ツ

が
陥
っ
た
ア
ポ
リ
ア
に
つ
い
て
の
考
察
に
入
り
た
い
。
彼
は
こ
の
世
界
を
唯
一

的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
複
数
的
な
も
の
と
し
て
捉
え

て
い
る
の
か
が
判
然
と
L
な
い
。

「
リ
ァ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
言
葉
は
頻
繁
に
複
数
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

「
目
常
生
活
世
界
」
や
「
至
高
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
に
関
し
て
は
、
管
見
の
隈
り
、

複
数
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
例
は
見
当
た
ら
た
い
。
そ
し
て
、
目
常
生
活
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
）

は
「
自
然
的
態
度
の
人
間
に
自
明
な
リ
ア
リ
テ
ィ
」
で
あ
り
、
コ
人
の
個
人

の
私
的
世
界
で
は
な
く
、
我
々
す
べ
て
に
共
通
な
相
互
主
観
的
な
世
界
」
（
O
噌

戸
p
8
o
。
・
）
と
さ
れ
る
。
加
え
て
、
こ
の
世
界
に
関
す
る
六
つ
の
特
徴
（
と

り
わ
け
、
「
相
互
主
観
的
世
界
の
普
遍
的
時
間
構
造
で
あ
る
標
準
時
問
」
）
や
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「
至
高
」
の
地
位
を
付
与
す
る
事
実
も
考
慮
に
入
れ
れ
ぼ
、
　
一
見
、
シ
ュ
ッ
ツ

は
胃
常
生
活
世
界
を
唯
一
。
客
観
的
な
世
界
と
解
L
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。　

し
か
し
、
こ
の
一
方
で
は
、
（
先
に
、
日
常
生
活
世
界
自
体
も
根
底
か
ら
変

容
す
る
と
い
う
視
座
は
シ
ュ
ヅ
ツ
に
も
潜
在
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
て
お
い
た

が
、
）
目
常
生
活
世
界
の
複
数
性
を
認
容
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
論
及
も

あ
る
。
「
よ
そ
者
」
と
題
さ
れ
る
論
文
に
は
、
「
新
し
い
環
境
に
お
い
て
は
物
事

は
故
郷
に
居
た
と
き
思
い
描
い
て
い
た
の
と
は
全
く
別
に
見
え
る
と
い
う
よ
そ

者
の
発
昆
は
、
非
常
に
よ
く
、
自
分
の
習
慣
と
な
っ
て
い
た
〈
通
常
の
思
考
〉

の
妥
当
性
へ
の
信
頼
を
揺
る
が
す
最
初
の
衝
撃
と
な
る
」
（
O
勺
7
℃
・
8
・
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
自
分
の
故
郷
で
は
通
用
し
て
い
た
解
釈
図
式
が
、
新
し

い
状
況
で
は
効
力
を
失
い
使
用
で
き
な
く
た
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他

の
論
文
「
帰
郷
老
」
に
も
、
「
あ
る
杜
会
生
活
の
体
系
で
試
練
に
耐
え
た
杜
会

的
機
能
は
た
と
え
別
の
体
系
に
移
行
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
の
ま
ま
順
調
に
機
能

」
続
げ
る
、
と
い
う
仮
説
は
何
の
保
障
も
な
い
L
（
O
噌
「
℃
」
ミ
■
）
と
論

ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
シ
ュ
ッ
ツ
の
言
う
目
常
生
活
世
界
は
唯
一
的
な
も
の
な
の

か
、
そ
れ
と
も
複
数
的
な
も
の
な
の
か
は
、
彼
の
著
わ
し
た
も
の
を
管
見
す
る

隈
り
で
は
暖
昧
で
あ
る
。
彼
の
論
文
や
著
書
を
勘
酌
し
て
次
の
よ
う
に
推
定
す

る
以
外
に
、
こ
の
二
つ
の
側
面
を
調
停
す
る
方
法
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ

ッ
ツ
は
、
同
一
の
文
化
－
杜
会
に
お
い
て
は
日
常
生
活
世
界
を
そ
の
成
員
に
と

っ
て
唯
一
。
客
観
的
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
複
数
の
文
化
－
杜
会
を
考

慮
に
入
れ
た
場
合
は
こ
れ
を
複
数
。
相
対
的
な
も
の
と
看
傲
し
て
い
る
、
と
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
も
な
お
、
シ
ュ
ッ
ツ
の
目
常
生
活

世
界
を
め
ぐ
る
理
論
構
成
は
多
く
の
間
題
を
孕
ん
で
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
（
一
）

同
一
の
文
化
－
杜
会
の
場
合
で
も
、
複
数
の
目
常
生
活
世
界
が
存
在
す
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
シ
ュ
ッ
ツ
が
無
意
識
的
に
せ
よ
ヤ
コ
ブ
の
例
で
示
唆
し
て

い
る
よ
う
に
、
ま
た
深
い
宗
教
体
験
を
も
っ
た
人
々
が
語
る
よ
う
に
、
通
時
的

に
目
常
生
活
世
界
そ
の
も
の
が
根
源
か
ら
宗
教
的
色
彩
を
帯
び
る
こ
と
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
共
時
的
に
物
理
的
に
は
全
く
同
じ
世
界
が
、
宗
教
の
有
無
や
種

類
に
よ
り
、
悉
く
相
違
し
た
仕
方
で
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か

し
、
シ
ュ
ッ
ツ
は
「
常
識
」
的
に
理
解
さ
れ
る
目
常
生
活
世
界
に
固
執
す
る
あ

ま
り
、
こ
れ
に
対
す
る
「
宗
教
的
目
常
生
活
世
界
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
世
界
を

許
容
す
る
姿
勢
を
有
し
て
は
い
な
い
。
一
時
的
に
は
「
宗
教
的
経
験
〔
世
界
〕

か
ら
見
れ
ぼ
、
目
常
生
活
世
界
と
い
え
ど
も
疑
似
リ
ァ
リ
テ
ィ
と
し
て
見
ら
れ

（
2
2
）

る
し
こ
と
も
認
め
て
は
い
る
が
、
彼
に
と
っ
て
は
飽
く
ま
で
も
、
「
リ
ア
リ
テ

ィ
に
つ
い
て
の
我
々
の
経
験
の
原
型
で
あ
り
、
他
の
す
べ
て
の
意
味
領
域
は
そ

の
変
形
と
考
え
ら
れ
る
」
（
O
勺
H
・
P
轟
ω
・
）
目
常
生
活
世
界
が
正
当
た
も
の

で
あ
る
。
シ
ュ
ッ
ツ
の
立
場
か
ら
す
れ
ぼ
、
「
宗
教
的
日
常
生
活
世
界
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

狂
人
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
住
ん
で
い
る
ド
ソ
。
キ
ホ
ー
テ
を
扱
っ
た
論
文
が
示
す

よ
う
に
、
一
種
の
「
狂
人
」
の
世
界
と
し
て
常
軌
を
逸
し
た
も
の
と
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ュ
ッ
ツ
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
か
ら
は
、
常
識

に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
目
常
生
活
世
界
が
「
宗
教
的
目
常
生
活
世
界
」
よ
り
優

位
に
あ
る
と
主
張
で
き
る
根
拠
は
呈
示
さ
れ
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
一
の
文

化
－
杜
会
に
お
い
て
さ
え
も
異
質
た
複
数
の
目
常
生
活
世
界
が
存
在
す
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
疑
間
に
対
し
て
、
シ
ュ
ッ
ツ
の
理
論
で
は
す
ぐ
れ
た
解
決

を
見
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
　
（
二
）
シ
ュ
ッ
ツ
に
お
い
て
は
、
文
化
－
杜
会
の
水
準
に
な
る
と
月
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常
生
活
世
界
は
複
数
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
世
界
の
唯
一
。

普
遍
性
も
構
想
で
き
る
。
我
々
が
自
分
達
の
も
の
と
は
違
っ
た
文
化
－
杜
会
の

う
ち
で
生
活
し
、
そ
の
言
語
や
習
慣
な
ど
を
深
い
レ
ヴ
ェ
ル
で
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ぱ
、
こ
れ
に
深
く
同
化
で
き
る
。
シ
ュ
ッ
ツ
が
論
じ
た
「
よ
そ
者
」

も
「
帰
郷
者
」
も
、
時
問
の
進
行
と
共
に
新
し
い
環
境
に
適
応
し
て
行
く
で
あ

ろ
う
。
こ
う
L
た
事
態
を
考
慮
す
れ
ば
、
た
と
え
シ
ェ
ッ
ツ
が
文
化
i
杜
会
の

水
準
で
日
常
生
活
世
界
の
複
数
性
を
肯
定
す
る
と
し
て
も
、
異
質
な
文
化
－
杜

会
は
相
互
に
孤
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ
か
で
通
じ
合
う
部
分
が
存
在

す
る
可
能
性
、
つ
ま
り
唯
一
。
客
観
的
な
目
常
生
活
世
界
が
存
在
す
る
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
。
シ
ュ
ッ
ツ
は
、
個
人
の
意
識
生
活
に
お
い
て
多
種
多
様
な

意
味
領
域
を
包
括
す
る
も
の
と
し
て
目
常
生
活
世
界
を
把
握
し
て
い
る
。
一
」
れ

と
平
行
し
て
、
種
々
の
文
化
－
杜
会
に
お
け
る
複
数
の
目
常
生
活
世
界
を
包
括

し
、
そ
れ
ら
と
次
元
を
異
に
す
る
唯
一
。
普
遍
的
な
世
界
を
構
想
で
き
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
こ
う
し
た
世
界
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
考
察
し
な
い
の
で

あ
る
。

　
総
じ
て
、
世
界
を
意
識
の
構
成
作
用
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
す
る
傾
向
が
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
跳
）

配
的
な
シ
ュ
ッ
ツ
の
目
常
生
活
世
界
論
は
、
そ
の
唯
一
性
と
複
数
性
を
め
ぐ
っ

て
多
く
の
難
問
を
抱
え
込
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
難
問
を
解
決
す
る

た
め
の
糸
口
を
彼
自
身
の
患
索
に
求
め
る
こ
と
も
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

三
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
生
活
世
界
」
論
と
シ
ュ
ッ
ツ
の

「
目
常
生
活
世
界
」
論
と
の
比
較
検
討

　
シ
ュ
ッ
ツ
が
目
常
生
活
世
界
論
を
展
開
す
る
に
際
し
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の

「
至
高
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
と
並
ん
で
強
く
影
響
さ
れ
た
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
生

活
世
界
」
に
目
を
転
じ
た
い
。
「
生
活
世
界
」
は
「
受
動
的
先
所
与
性
」
「
地
盤

機
能
」
「
地
平
性
」
と
い
っ
た
重
要
な
側
面
を
有
す
る
が
、
こ
れ
ら
が
集
約
さ

れ
て
い
る
部
分
を
引
用
す
る
。
「
生
活
世
界
は
、
そ
の
な
か
で
目
覚
め
つ
つ
生

き
て
い
る
我
々
に
と
っ
て
、
常
に
す
で
に
そ
こ
に
あ
り
、
我
々
に
と
っ
て
前
も

っ
て
存
在
し
て
お
り
、
理
論
的
で
あ
る
か
否
か
を
間
わ
ず
、
す
べ
て
の
実
践
の

た
め
の
〈
地
盤
〉
と
な
る
。
こ
の
世
界
は
、
・
。
。
あ
ら
ゆ
る
現
実
的
お
よ
び

可
能
的
実
践
の
普
遍
的
領
野
と
し
て
、
地
平
と
」
て
、
い
つ
も
必
然
的
に
、
あ

ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
て
い
る
。
」
（
戸
ω
・
H
亀
・
）

　
シ
且
ツ
ツ
は
「
よ
そ
者
」
や
「
帰
郷
者
」
な
ど
の
論
文
で
、
目
常
生
活
世
界

の
複
数
的
側
面
に
論
及
し
て
い
る
が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
も
生
活
世
界
の
こ
う
し
た

側
面
に
意
を
払
っ
て
お
り
、
た
と
え
ぱ
次
の
よ
う
に
述
ぺ
て
い
る
。
「
一
つ
の

同
じ
世
界
に
住
ん
で
い
な
が
ら
も
、
人
々
は
同
一
の
文
化
的
杜
会
に
お
い
て
生

を
営
む
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
、
も
し
く
は
全
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
様
々
に
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

な
る
文
化
的
周
囲
世
界
が
具
体
的
な
生
活
世
界
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
」

「
未
知
の
交
流
圏
に
入
り
込
む
よ
う
な
と
き
、
彼
等
の
真
理
（
彼
等
に
と
っ
て

確
実
で
あ
り
、
一
般
的
に
真
理
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
示
さ
れ
得
る

事
実
）
は
決
し
て
我
々
の
も
の
と
は
同
じ
で
は
な
い
、
と
い
う
事
態
に
遭
遇
す

る
。
」
（
肉
一
ω
一
崖
H
一
）

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
論
述
は
、
生
活
世
界
は
我
々
の
様
々
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ

眺



イ
ヴ
を
通
し
て
「
周
囲
世
界
」
と
い
う
形
態
を
と
り
な
が
ら
我
々
に
現
出
し
て

く
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
生
活
世
界
そ
の
も
の
が
複
数
で
あ
る
こ
と

を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
世
界
と
い
う
も
の
は
、
人

問
も
人
類
も
含
め
て
、
歴
史
を
貫
い
て
吾
々
全
体
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
の
理
解

を
と
お
し
て
、
一
つ
の
世
界
で
あ
る
。
・
・
世
界
は
絶
え
ざ
る
変
転
の
な
か
に

　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

あ
る
が
一
つ
で
あ
る
」
、
「
世
界
は
一
個
の
存
在
老
や
一
個
の
対
象
の
如
く
存
在

す
る
の
で
は
な
い
。
唯
一
性
に
お
い
て
、
つ
ま
り
そ
れ
に
対
し
て
は
複
数
が
無

意
味
で
あ
る
よ
う
な
唯
一
性
に
お
い
て
存
在
す
る
」
（
戸
ω
．
崖
9
）
と
嬰
言

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
生
活
世
界
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
シ
ュ
ッ
ツ
の
理
論
で
は
解
決
で

き
な
い
世
界
の
唯
一
性
と
複
数
性
に
付
き
纏
う
ア
ポ
リ
ア
も
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に

は
存
在
し
な
い
。
仮
り
に
、
文
化
－
杜
会
の
相
違
や
宗
教
の
有
無
、
種
類
に
基

づ
い
て
生
活
世
界
の
複
数
性
が
主
張
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
諸

世
界
は
、
唯
一
・
客
観
的
な
生
活
世
界
が
自
ら
を
現
出
す
る
と
き
に
と
る
形
態

で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
周
囲
世
界
」
や
「
特
殊
世
界
」
（
後
述
）
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
背
後
に
は
「
受
動
的
に
」
「
前
も
っ
て
構
成
さ
れ
」
そ
れ
ら
を
悉
く
包
み

込
む
生
活
世
界
が
存
在
ず
る
と
し
て
、
こ
の
主
張
を
退
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
シ
ュ
ッ
ツ
の
「
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
し
論
に
フ
ッ
サ
ー
ル
の
思
惟
の

な
か
で
対
応
す
る
も
の
は
、
「
特
殊
世
界
」
と
生
活
世
界
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ

る
。
シ
ュ
ヅ
ツ
の
限
定
さ
れ
た
意
味
領
域
に
フ
ヅ
サ
ー
ル
の
「
特
殊
世
界
」
が

相
当
す
る
が
、
こ
の
世
界
は
あ
る
「
目
的
」
や
「
指
導
的
目
標
」
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
完
結
し
た
領
域
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
　
「
そ
れ
自
身
で
閉
じ
て
い
る

〈
世
界
〉
1
地
平
」
が
構
成
さ
れ
、
　
こ
の
地
平
は
一
つ
の
「
関
心
－
地
平
」

と
し
て
、
他
の
特
殊
世
界
や
生
活
世
界
と
は
異
質
な
世
界
を
作
り
上
げ
て
い

る
。
（
肉
一
ω
一
紅
①
㊤
一
）

　
シ
ュ
ッ
ツ
が
限
定
さ
れ
た
意
味
の
諾
領
域
と
目
常
生
活
世
界
の
関
係
に
つ
い

て
諭
じ
た
の
と
同
様
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル
も
特
殊
世
界
と
生
活
世
界
と
の
関
わ
り

方
に
つ
い
て
思
索
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
特
殊
世
界
の
中
で
生
起

し
て
い
る
経
験
は
、
如
何
に
し
て
同
時
に
生
活
世
界
的
意
味
に
お
い
て
保
持
さ

　
　
（
2
7
）

れ
る
の
か
、
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ッ
ツ
の
場
合
、
ジ
ェ
イ
ム

ズ
の
「
至
高
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
と
い
う
概
念
の
影
響
を
強
く
受
け
た
結
果
と
し

て
、
身
体
性
も
含
め
た
日
常
生
活
世
界
の
物
理
的
・
事
実
的
側
面
を
重
視
す
る

あ
ま
り
、
意
識
的
に
は
聖
な
る
宗
教
の
世
界
、
肉
体
的
に
は
俗
な
る
日
常
生
活

世
界
に
住
ま
う
と
い
う
帰
結
に
至
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ヅ
サ
ー
ル
の
生

活
世
界
は
シ
ュ
ッ
ツ
の
右
の
よ
う
な
目
常
生
活
世
界
と
は
異
な
り
、
哲
学
的
に

深
化
さ
れ
た
「
受
動
的
先
所
与
性
」
「
地
盤
機
能
」
「
地
平
性
」
を
有
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
シ
ュ
ッ
ツ
の
自
然
的
態
度
の
構
成
的
現
象
学
の
射
程
で
は
到
底
捉

え
き
れ
な
い
性
質
を
持
っ
た
世
界
で
あ
る
。
そ
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
こ
の
生

活
世
界
に
特
殊
世
界
内
で
の
あ
ら
ゆ
る
経
験
や
出
来
事
を
「
包
摂
」
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
上
記
の
間
題
に
解
決
を
与
え
よ
う
と
す
る
。
（
戸
ω
．
畠
窯
こ
フ

ヅ
サ
ー
ル
と
シ
ュ
ヅ
ツ
で
は
間
題
の
捉
え
方
が
違
う
。
シ
ュ
ヅ
ツ
は
日
常
生
活

世
界
と
他
の
隈
定
さ
れ
た
意
味
の
諸
領
域
を
鋭
く
対
立
さ
せ
て
理
解
し
て
い
る

（
2
8
）

が
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
場
合
は
何
よ
り
も
ま
ず
、
生
活
世
界
は
唯
一
・
客
観
的
世

界
で
あ
る
と
い
う
信
念
（
後
述
）
が
先
行
す
る
た
め
、
生
活
世
界
が
諸
特
殊
世

界
を
包
み
込
む
と
い
う
視
座
が
、
両
老
を
対
立
的
に
把
握
す
る
視
座
よ
り
も
優

先
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
察
し
て
く
る
と
、
世
界
の
唯
一
性
と
複
数
性
を
め
ぐ
っ
て

生
起
す
る
シ
ュ
ッ
ツ
に
付
き
纏
う
ア
ポ
リ
ア
を
、
フ
ッ
サ
i
ル
は
回
避
し
得
て
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い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
超
越
論
的

現
象
学
が
シ
ュ
ッ
ツ
の
自
然
的
態
度
の
構
成
的
現
象
学
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
実
は
、
こ
こ
に
、
超
越
論
的
現
象
学
に

精
通
し
な
が
ら
も
自
然
的
態
度
で
内
世
界
的
領
分
に
踏
み
止
ま
り
、
自
然
的
態

度
の
構
成
的
現
象
学
を
営
む
シ
ュ
ヅ
ツ
と
、
こ
の
領
分
を
越
え
て
超
越
論
的
領

分
に
突
き
進
ん
で
超
越
論
的
現
象
学
を
営
む
フ
ッ
サ
ー
ル
と
の
、
立
場
の
相
違

が
端
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
こ
そ
が
両
者
の
乖
離
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

四
、
シ
ュ
ッ
ツ
の
「
自
然
的
態
度
の
構
成
的
現
象
学
」

　
と
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
超
越
論
的
現
象
学
」
と
の
乖
離

　
フ
ッ
サ
ー
ル
の
立
場
か
ら
す
れ
ぼ
、
我
々
に
現
存
し
て
い
る
世
界
は
我
々
の

志
向
的
生
か
ら
そ
の
存
在
意
味
を
汲
み
と
っ
て
お
り
（
戸
ω
．
H
O
。
卜
）
、
世
界

や
対
象
は
、
主
観
的
能
作
か
ら
生
じ
て
き
た
よ
う
た
意
味
と
存
在
様
相
を
も
っ

て
の
み
我
々
に
存
在
す
る
（
戸
ω
．
崖
ω
・
）
こ
と
に
た
る
。
こ
の
「
志
向
性
」

や
「
主
観
的
能
作
」
と
い
っ
た
意
識
作
用
の
働
き
を
解
明
す
る
の
が
超
越
論
的

哲
学
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
客
観
的
意
味
形
成
と
存
在
の
妥
当
性
の

根
源
的
な
場
と
し
て
の
認
識
す
る
主
観
性
へ
と
立
ち
返
る
」
（
戸
ω
．
H
S
．
）
哲

学
で
あ
る
。

　
さ
て
、
志
向
性
や
主
観
的
能
作
を
有
す
る
主
観
性
の
機
能
を
問
い
詰
め
て
行

く
こ
と
が
、
い
か
に
し
て
客
観
的
で
唯
一
的
な
世
界
の
構
成
に
結
び
付
く
の

か
、
を
見
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
一
」
れ
は
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
、
と
り
わ

げ
第
五
省
察
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
一
」
で
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、
他
我

経
験
の
原
理
と
し
て
の
「
閻
接
呈
示
」
と
「
自
己
移
入
」
と
い
う
概
念
に
基
づ

き
、
自
分
の
第
一
次
的
世
界
を
中
心
に
し
て
そ
の
周
囲
に
「
別
の
私
」
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
層
を
幾
重
に
も
積
み
重
ね
て
行
く
こ
と
に
よ
り
、
最
終
的
に
客

観
的
な
世
界
を
理
論
的
に
導
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
「
客
観
的
世
界
と
い
う

存
在
意
味
は
、
私
の
第
一
次
的
世
界
の
基
盤
の
上
に
層
を
幾
重
に
も
重
ね
て
行

く
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
最
初
に
は
、
〈
他
我
〉
も
し
く
は
〈
他
我
一

般
〉
を
構
成
す
る
層
、
す
な
わ
ち
私
の
具
体
的
な
独
自
存
在
か
ら
（
第
一
次
的

自
我
と
し
て
の
私
か
ら
）
締
め
出
さ
れ
た
自
我
を
構
成
す
る
層
を
際
立
た
せ
な

げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
　
　
…
私
の
第
一
次
的
〈
世
界
〉
の
上
に
普
遍
的
た
意
味

が
重
ね
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
私
の
第
一
次
的
〈
世
界
〉
は
、
私
を
含
め
た
す

べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
一
つ
の
同
じ
世
界
と
し
て
、
あ
る
規
定
さ
れ
た
〈
客
観

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

的
〉
世
界
の
現
出
へ
と
も
た
ら
さ
れ
る
。
」

　
L
か
し
た
が
ら
、
間
接
呈
示
や
自
已
移
入
と
い
う
原
理
に
よ
っ
て
他
我
の
定

立
や
複
数
化
を
図
り
客
観
的
世
界
の
構
成
に
至
ろ
う
と
す
る
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の

試
み
は
成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
に
関
し
て
は
、
「
フ

ッ
サ
ー
ル
は
、
終
始
一
貫
し
て
他
者
の
構
成
機
能
を
自
已
移
入
に
の
み
帰
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
等
根
源
的
主
観
性
で
あ
る
他
者
に
迫
る
方
法
的
通
路
を
自
ら

　
　
　
　
　
（
3
0
）

塞
い
で
し
ま
っ
た
し
な
ど
と
論
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
独
我
論
に

陥
っ
て
い
る
こ
と
が
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ッ

ツ
も
ま
さ
に
こ
の
点
を
看
破
し
、
「
世
界
構
成
の
源
と
し
て
の
超
越
論
的
自
我

と
い
う
考
え
方
と
、
共
存
す
る
超
越
論
的
主
観
の
複
数
性
と
い
う
考
え
方
を
調

停
す
る
こ
と
は
、
現
象
学
の
最
も
困
難
な
間
題
の
一
つ
、
お
そ
ら
く
解
決
で
き

な
い
間
題
で
あ
る
し
（
O
勺
戸
勺
」
鵠
．
）
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
晩
年
の

「
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
超
越
論
的
相
互
主
観
性
の
間
題
」
に
お
い
て
、
フ
ッ

サ
i
ル
の
他
我
経
験
を
め
ぐ
る
理
論
構
成
を
詳
細
に
批
判
し
て
い
る
。
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そ
れ
に
よ
れ
ぼ
、
　
（
一
）
自
己
移
入
を
行
使
す
る
際
に
は
、
我
々
の
感
覚
の

領
域
の
「
配
置
」
を
他
老
の
身
体
に
移
行
す
る
が
、
こ
の
移
行
は
い
か
に
し
て

生
ず
る
の
か
に
関
し
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
論
じ
て
い
な
い
。
ま
た
、
身
体
的
な

も
の
と
精
神
的
な
も
の
の
継
続
的
な
整
合
性
は
い
か
に
し
て
保
持
さ
れ
る
の
か

に
つ
い
て
も
、
論
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
理
解
で
き
な
い
。
（
O
勺
デ
？
ざ
・
）

（
二
）
各
々
の
超
越
論
的
自
我
は
自
分
に
と
っ
て
の
世
界
を
構
成
し
、
そ
こ
に

は
す
べ
て
の
他
の
主
観
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
我
は
自
分
に
と
っ
て

の
み
世
界
を
構
成
す
る
の
で
あ
り
、
他
の
す
べ
て
の
超
越
論
的
自
我
に
対
し
て

世
界
を
構
成
す
る
の
で
は
な
い
。
（
O
勺
デ
甲
寓
・
）
（
三
）
客
観
的
な
世
界

を
導
出
す
る
場
合
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
ッ
ヨ
ソ
の
可
能
性
が
前
提
と
さ
れ
、
こ

れ
は
「
我
々
1
関
係
」
、
相
互
主
観
性
を
前
提
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
唯
一
。

客
観
的
な
世
界
の
導
出
は
相
互
主
観
性
を
前
提
に
し
て
行
た
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
　
（
O
勺
デ
勺
．
8
一
富
一
）
（
四
）
超
越
論
的
に
還
元
さ
れ
た
意
識
的
生

の
う
ち
で
さ
え
も
、
他
者
を
そ
の
な
か
に
含
む
「
世
界
」
は
私
の
私
的
な
産
物

と
し
て
経
験
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
対
象
が
誰
に
で
も
近
付
き
得
る
相
互

主
観
的
世
界
と
し
て
経
験
さ
れ
る
。
（
O
勺
賢
勺
・
㎝
o
。
一
）

　
以
上
の
よ
う
に
論
じ
、
「
フ
ッ
サ
ー
ル
の
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
の
第
五
省

察
は
、
他
者
が
超
越
論
的
主
観
と
し
て
構
成
さ
れ
る
仕
方
を
呈
示
す
る
の
で
は

な
く
、
た
だ
他
者
が
内
世
界
的
な
精
神
物
理
的
統
一
体
と
し
て
構
成
さ
れ
る
仕

方
を
示
す
の
み
で
あ
る
」
（
O
勺
H
・
H
錦
・
）
と
考
え
る
シ
ュ
ッ
ツ
は
、
次
の
よ

う
に
結
論
づ
け
る
。
「
超
越
論
的
自
我
の
意
識
の
働
き
に
よ
っ
て
超
越
論
的
相

互
主
観
性
の
構
成
を
説
明
す
る
と
い
う
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
試
み
は
失
敗
に
終
わ

っ
て
い
る
。
。
。
。
相
互
主
観
性
は
超
越
論
的
領
域
の
う
ち
で
解
決
で
ぎ
る
構

成
の
間
題
で
は
な
く
、
生
活
世
界
の
所
与
で
あ
る
。
一
」
れ
は
、
世
界
の
う
ち
に

あ
る
人
問
存
在
の
、
そ
し
て
す
べ
て
の
哲
学
的
人
間
学
の
基
本
的
な
存
在
論
的

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
L
（
O
勺
デ
P
o
。
ド
）
こ
こ
に
、
　
フ
ッ
サ
ー
ル
と
秩
を

分
か
つ
シ
ュ
ヅ
ツ
の
、
自
然
的
態
度
を
堅
持
し
内
世
界
的
な
領
域
に
自
ら
の
学

的
営
為
の
射
程
を
定
め
る
と
い
う
、
処
女
作
『
杜
会
的
世
界
の
意
味
構
成
』
か

ら
一
貫
し
た
姿
勢
が
看
取
さ
れ
得
る
。

　
こ
う
し
た
シ
ュ
ッ
ツ
の
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
他
我
定
立
や
超
越
論
的
相
互
主
観

性
に
関
す
る
批
判
に
加
え
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
理
論
構
成
に
は
な
お
間
題
が
あ

る
。
自
我
を
申
心
に
し
て
そ
の
周
囲
に
複
数
の
超
越
論
的
主
観
を
措
定
し
、
そ

こ
か
ら
唯
一
・
客
観
的
世
界
の
存
在
を
導
出
し
て
行
く
方
法
は
、
実
際
に
は
最

初
か
ら
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
同
一
の
世
界
を
前
提
に
し
て
進
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
他
我
経
験
の
文
脈
で
フ
ッ
サ
ー
ル
が
述
べ
る
「
こ
こ
」
や
「
そ
一
」
L
は
絶
対

的
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
「
こ
こ
」
や
「
そ
こ
」
と
言
え

る
の
は
、
「
現
出
空
間
の
根
底
に
隠
れ
、
現
出
空
間
の
意
識
の
な
か
で
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釧
）

と
不
可
分
離
に
結
合
し
て
、
受
動
的
に
確
信
さ
れ
て
い
る
」
唯
一
的
空
間
の
存

在
を
前
提
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
時
間
に
つ
い
て
も
、
「
い
ま
」

と
は
、
そ
・
」
に
お
い
て
空
間
的
「
こ
こ
」
と
「
そ
こ
」
と
が
同
時
性
に
お
い
て

与
え
ら
れ
る
次
元
の
こ
と
で
あ
る
。
他
者
の
「
い
ま
」
と
私
の
「
い
ま
」
と
は

区
別
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
「
・
」
こ
L
と
「
そ
こ
」
と
の
区
別
は
、
共
通
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

包
摂
的
な
「
い
ま
」
と
い
う
次
元
の
う
ち
で
の
み
可
能
た
の
で
あ
る
。

　
フ
ッ
サ
ー
ル
の
構
想
で
は
、
「
私
」
の
第
一
次
的
領
域
が
「
属
囲
世
界
し
へ

と
拡
大
さ
れ
、
さ
ら
に
民
族
や
文
化
な
ど
の
よ
り
包
括
的
な
世
界
へ
と
も
た
ら

さ
れ
、
最
終
的
に
唯
一
・
客
観
的
世
界
に
到
達
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
世
界
を
構
成
し
て
行
く
遇
程
の
根
底
に
潜
む
も
の
は
、
多
様
な
形
態
を
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と
り
な
が
ら
現
出
す
る
す
べ
て
の
「
周
囲
世
界
」
や
「
特
殊
世
界
」
を
包
摂
す

る
普
遍
的
な
世
界
が
存
在
す
る
と
い
う
、
根
拠
な
き
信
念
で
あ
る
。
「
あ
ら
ゆ

る
周
囲
世
界
を
一
つ
の
普
遍
的
世
界
へ
と
統
一
し
て
ゆ
く
運
動
は
、
一
つ
の
世

界
へ
の
暗
黙
の
確
信
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、

一
つ
の
世
界
を
究
極
的
目
標
と
し
て
設
立
す
る
こ
と
な
し
に
も
不
可
能
で
あ

（
3
3
）

る
。
」

　
以
上
の
よ
う
に
、
唯
一
・
客
観
的
た
世
界
の
存
在
を
論
証
す
る
た
め
に
、
フ

ッ
サ
ー
ル
は
一
連
の
議
論
を
組
み
立
て
て
い
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
最

初
か
ら
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
唯
一
的
な
世
界
の
存
在
を
前
提
に
し
て
構
成

さ
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ッ
ツ
は
、
経
験
的
・
実
証
的
な
杜
会
学
の
基
礎
付
け
を
意

図
し
た
が
ら
も
こ
れ
と
関
わ
り
を
持
ち
続
げ
、
自
然
的
態
度
の
構
成
的
現
象
学

を
営
む
こ
と
を
標
樗
す
る
。
彼
に
は
、
世
界
は
唯
一
。
客
観
的
で
あ
る
と
い
う

信
念
、
確
信
、
な
い
し
は
「
究
極
的
目
標
」
を
出
発
点
か
ら
抱
懐
し
な
が
ら
こ

れ
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
循
環
論
的
論
証
は
到
底
容
認
で
き

な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

が
他
方
よ
り
も
勝
れ
て
い
る
と
い
う
種
類
の
も
の
で
は
な
く
、
全
く
異
質
な
両

者
の
「
現
象
学
」
の
相
違
が
端
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
超
越
論
的
現
象
掌
を
熟
知
し
つ
つ
も
、
自
然
的
態
度
で
論
及
で
き
る
内
世
界

的
領
分
に
自
已
の
学
的
営
為
の
範
囲
を
隈
定
し
た
シ
ュ
ッ
ツ
と
、
こ
の
領
分
を

越
え
出
て
超
越
論
的
領
域
で
思
索
を
展
開
し
た
フ
ッ
サ
ー
ル
と
の
乖
離
が
象
徴

的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
、
二
人
の
晩
年
の
言
葉
を
引
用
し
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

シ
ュ
ッ
ツ
ー
「
客
観
的
世
界
に
関
す
る
超
越
論
的
理
諭
の
基
盤
と
し
て
の
」

（
O
勺
デ
勺
・
覇
．
）
「
相
互
主
観
性
の
本
質
的
関
係
を
明
確
に
で
き
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脳
）

超
越
論
的
な
構
成
の
分
析
で
は
な
く
、
生
活
世
界
の
〔
内
世
界
的
な
〕
存
在
論

の
み
で
あ
る
。
」
（
O
勺
9
P
o
。
ド
）
フ
ッ
サ
ー
ル
ー
「
現
在
論
じ
て
い
る

こ
と
と
の
関
連
の
な
か
で
の
我
々
の
関
心
に
と
っ
て
は
、
生
活
世
界
の
存
在
論

の
輸
郭
を
描
く
だ
げ
で
十
分
で
あ
る
。
こ
の
間
題
に
停
ま
る
よ
り
は
、
さ
ら
に

は
る
か
に
大
き
な
課
題
。
。
・
、
し
か
も
生
活
世
界
の
存
在
論
自
体
を
も
包
括

す
る
よ
う
な
課
題
〔
H
超
越
論
的
現
象
学
〕
に
進
む
一
」
と
に
し
よ
う
。
」
（
戸

ω
1
崖
㎝
1
）
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シ
ュ
ッ
ツ
の
自
然
的
態
度
の
構
成
的
現
象
学
が
日
常
生
活
世
界
の
唯
一
性
と

複
数
性
を
め
ぐ
っ
て
ア
ポ
リ
ア
に
陥
っ
て
い
る
の
と
は
対
照
的
に
、
世
界
は
唯

一
性
に
お
い
て
存
在
す
る
と
す
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
超
越
論
的
現
象
学
は
、
こ
の

間
題
に
関
し
て
は
ア
ポ
リ
ア
を
回
避
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

後
者
の
論
考
は
他
我
経
験
に
つ
い
て
の
難
問
を
抱
え
込
ん
で
い
る
し
、
世
界
は

究
極
的
に
唯
一
。
客
観
的
で
あ
る
と
い
う
謂
れ
な
き
信
念
を
前
提
に
こ
れ
を
論

証
し
よ
う
と
す
る
循
環
論
と
な
っ
て
L
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
L
た
点
に
、
一
方
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・
。
亀
・

（
珊
）
　
　
Ω
㈹
⑭
H
け
N
－
（
員
川
｛
｛
◎
H
｛
．
、
．
肉
①
一
川
σ
q
｛
◎
目
　
困
o
o
　
φ
　
O
ζ
一
｛
o
内
螂
一
　
〇
り
＜
ω
叶
①
冒
二
　
｛
箏
…

　
困
則
b
↓
◎
箏
－
竃
｛
O
げ
印
①
一
①
蝕
■
｝
ト
ミ
“
“
、
O
～
◎
N
O
灼
｛
h
S
N
㌧
意
「
O
S
h
“
雨
向
“
O
“
“
“
｝
“
ミ
～
k

　
へ
肉
㈹
N
“
的
“
O
§
－
↓
良
O
く
川
ω
け
◎
O
パ
　
噌
賞
げ
饒
O
胆
工
◎
箏
ω
1
　
H
⑩
ベ
ベ
ー
℃
．
紅
．

（
珊
）
　
　
ω
帥
嘗
§
①
ご
　
（
｝
①
◎
『
σ
q
．
～
）
“
“
肉
～
N
“
的
～
o
嵩
1
［
岸
⑦
H
凹
ユ
吻
o
げ
Φ
　
＞
b
ω
｛
固
一
戸
　
H
㊤
一
～
－

　
ω
l
H
◎
漆
．

（
〃
）
　
　
顯
｝
o
斤
－
』
◎
プ
箏
一
～
）
“
“
N
◎
向
o
、
“
k
o
、
肉
～
～
“
的
“
o
賞
“
　
勺
門
⑭
づ
弐
o
①
－
饒
岬
箏
｝
H
づ
o
二

　
］
－
⑩
べ
O
O
1
　
勺
■
　
O
O
①
．

（
1
8
）
　
G
。
ブ
ロ
ッ
カ
i
『
無
意
味
の
意
味
』
紀
伊
国
屋
書
店
、
一
九
七
七

　
年
、
二
一
八
頁
。

（
旭
）
　
　
』
凹
冒
Φ
㎝
｝
ミ
饒
饒
與
目
．
『
“
“
く
s
、
“
“
叶
“
“
い
県
完
“
N
“
的
～
Q
ミ
｝
肉
s
㌧
雨
、
“
雨
ミ
〔
～
ン

　
↓
プ
①
乞
Φ
亀
　
＞
曽
⑦
｛
o
ψ
箏
］
ゼ
｛
一
〕
H
與
q
－
H
■
o
‘
｝
　
H
㊤
⑰
o
o
｝
勺
■
　
H
㎝
べ
｛
｛
‘

（
m
ω
）
　
　
O
｛
ー
ウ
刈
Φ
①
～
ブ
触
冒
ー
　
カ
◎
広
b
①
㌣
■
㎏
“
N
“
“
、
u
　
卜
s
ミ
的
§
s
的
“
－
　
s
ミ
～
亀
－
“
雨
、
、

　
“
ミ
h
“
－
　
㊦
畠
o
ω
饒
　
困
－
φ
o
斤
峯
①
昌
u
　
H
㊤
べ
N
‘

（
班
）
　
　
ω
O
プ
饒
叶
N
－
》
｝
｛
H
Φ
～
　
■
b
似
　
］
ゼ
自
O
斤
畠
困
箏
箏
－
　
、
『
｝
◎
昌
｝
ω
1
い
“
、
§
細
“
ミ
、
雨
ミ
～
雨
、

　
　
卜
雨
｝
“
ミ
向
§
“
N
♪
　
ω
■
プ
門
斤
螂
昌
勺
－
　
H
㊤
べ
㊤
1
　
ω
．
　
M
㎝
．

（
㎎
）
　
　
｛
げ
｛
｛
．
．
ω
．
　
㎝
H
．

（
鴉
）
　
　
ω
o
げ
白
け
N
－
＞
－
｛
『
⑭
匙
．
　
、
、
H
）
o
冒
　
o
崖
山
×
◎
↓
①
触
b
｛
一
プ
Φ
　
勺
H
o
げ
－
⑦
冒
◎
｛
カ
⑭
印
－

　
　
｝
岸
く
、
、
影
一
〇
勺
　
目
一
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（
眺
）
　
望
月
哲
也
「
超
越
論
的
現
象
学
と
現
象
学
的
杜
会
学
の
あ
い
だ
－

　
A
・
シ
ュ
ッ
ツ
に
お
け
る
超
越
論
主
義
回
避
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
、
『
立
正

　
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
一
七
号
、
一
九
八
四
年
、
五
三
－
五
五
頁
参
照
。

（
2
5
）
　
焦
易
ω
邑
一
回
～
冒
昌
｛
．
Q
§
“
S
“
§
ぎ
ざ
峯
§
ぎ
辻
§
§
一
旬
①
茅

　
竃
臥
幕
H
く
巴
晶
一
H
署
■
ω
．
H
雰
．

（
2
6
）
　
新
囲
義
弘
『
現
象
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
八
年
、
一
六
四
頁
。

（
2
7
）
　
竃
胃
戸
事
蟹
竃
H
．
く
§
§
く
“
§
ミ
～
薫
ぎ
；
盲
o
戸
崖
べ
P
ω
．

　
①
ω
1

（
2
8
）
註
（
u
）
参
照
。

（
2
9
）
　
饒
畠
ω
邑
一
毫
．
睾
二
ω
．
H
◎
㊤
1

（
3
0
）
　
新
田
、
前
掲
書
、
一
五
〇
頁
。

（
3
1
）
　
同
書
、
ニ
ハ
八
頁
。

（
3
2
）
　
O
｛
一
〇
〇
昌
冒
①
b
房
　
げ
＜
　
㈲
自
σ
q
①
b
勺
ぎ
庁
◎
b
ω
o
げ
負
S
ぎ
一
〇
勺
　
篤
u
甲

　
o
o
べ
．

（
3
3
）
　
新
田
、
前
掲
書
、
ニ
ハ
五
頁
。

（
拠
）
　
O
｛
．
O
竈
窃
α
q
窪
」
q
守
庁
プ
ー
、
．
N
ミ
⑦
己
①
■
庄
σ
q
汗
臥
箒
b
ぎ
寓
嘗
ω
需
ユ
ω
ド
⑦
一
〕
⑦
亭

　
ω
奏
筆
由
晶
H
薫
、
、
ぎ
一
容
、
急
“
鳶
ざ
§
亨
§
湊
“
ミ
～
§
ざ
膏
“
§
◎
§
§
O
ぎ
匁
－

　
旨
ぎ
、
き
；
き
§
讐
之
一
盲
良
｛
一
H
竃
ド
ω
．
彗
．

　
　
　
（
付
記
。
引
用
文
の
訳
出
に
さ
い
し
て
、
邦
訳
の
あ
る
も
の
は
参
照

　
　
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
一
人
一
人
の
御
名
前
は
挙
げ
な
い
が
、
訳
者
の

　
　
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
四
年
　
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ほ
し
か
わ
。
げ
い
じ
　
図
書
館
情
報
大
学
助
手
）
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